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近年のテラヘルツ技術の進展は、基礎科学から産業分野に大きな貢献をすると期待されている。その中で、

テラヘルツ周波数コムは、前世紀末に発明され、量子光学分野に多大なインパクトを与えた光周波数コムのテ

ラヘルツ領域（0.1~10THz）への自然な技術拡張とみなすことができるが、その発生方法から応用範囲に至る

まで未だ発展途上の技術である。このテラヘルツコムを超短パルス光と物質中での非線形光学効果により発

生させた場合、既存のマイクロ波標準や光周波数標準とコヒーレントにリンクすることが容易となるため、テラヘ

ルツ帯での精密計測、特に分子や物質の精密分光、セキュリティーや医療、高速通信などへの活用が期待で

きる。これまでに、情報通信研究機構（NICT）では、テラヘルツコム発生のための超短パルス光の生成技術の

開発や地球環境観測のための新しいリモートセンシング技術となる、テラヘルツコムを利用した量子カスケード

レーザーの狭線幅化などについて研究を実施してきた。また、テラヘルツ研究・産業の国際競争力を高めるた

めに、この帯域に新しい周波数標準を構築するための基礎研究にも着手している。 

本講演では、NICT で進められている、テラヘルツコム技術の研究とそれを利用した精密計測への応用研究

の現状について報告する。 
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要旨 

平成 21 年度から 23 年度において実施した独立法人情報通信研究機構（National Institute of 

Communication and Information Technology, NICT）による委託研究「近接テラヘルツセンサシステムのための

超短パルス光源の研究開発」の成果について報告する。  

本研究開発では、オンサイトでテラヘルツ分光計測を行うための、小型かつ軽量な汎用テラヘルツ時間領域

分光（THz-TDS）のための超短パルス光源を開発した。独自に開発した超低電圧 LiNbO3(LN)光変調器（半波

長電圧 2.2V、10GHz 動作時）とErドープファイバ増幅器をはじめとする小型かつ信頼性の高い光通信用デバ

イスを用いることで、装置重量 10kg 以下を実現した。発生される超短パルス光はパルス幅 200fs 以下、ピーク

出力 1kW 以上であり、高速分光に適した 1GHz 以上の繰り返し周波数で動作可能である。また、本光源を用

いて光伝導アンテナを励起することでテラヘルツ波の発生を確認し、テラヘルツ時間領域分光が実現可能で

あることを示した。 

 

Abstract 

We report the result of the commissioned research by National Institute of Communication and Information 

Technology(NICT), “Research and Development of ultra short pulse laser for terahertz wave sensor system” 

studied during 2010 to 2012. 

A portable ultra-short-pulse laser that has small size and light weight has been developed for the terahertz 

on-site spectroscopy in this research and development.  The light weight under 10kg in all of the equipment 

was realized using an LN optical modulator and an EDFA additional to other devices for 

opto-telecommunication. The pulse duration and peak power of the developed  ultra-short pulse laser were 

under 200fs and over 1kW respectively, and the repetition ratio of the pulse train was over 1GHz suitable for 

high speed terahertz spectroscopy. The feasibility for terahertz time domain spectroscopy was shown by the 

generation of terahertz wave using photo conductive antennas pumped by the developed laser.  
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１．序言 

近年、テラヘルツ分光分析技術の発展と伴に、オンサイトでのテラヘルツ波利用について開発が行われて

いる[1]。具体的には、建築物および構造体の非接触診断や、絵画等の文化財の検査等について検討が進め

られている。オンサイトでテラヘルツ分光分析を行う場合は、まずはテラヘルツセンサを励起するための超短パ


